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論文審査の要旨

骨形成能を有する細胞を人工骨に導入した培養人工骨が臨床応用されているが、

実際に使用する培養人工骨を非破壊的にかっ迅速簡便に評価する骨形成マーカー

の報告は非常に乏しい。本研究は、培養液中 Ca 濃度が、移植後の簡便で迅速な骨

形成能のマーカーとなりえるのかを検討したもので、ある。 実際の実験方法としては、ラ

ット大腿骨から骨髄を採取し、 2 週間初期培養を行い mesenchymal stromal cell 

(MSC) を獲得し、継代培養を行い p部 sagel ~3 (Pl ，..，_， P3) の MSC を準備し、 MSC を

s-TCP-disk に搭載させた後、 2 週間の二次培養を行い、 day3 から 48 時間ごとに培養

液を採取し、 day15 で、ラット皮下へ移植した。二次培養中の培養液中の osteocalcin

(OC) とCa の濃度を測定し、移植 4 週間後に培養人工骨を摘出し、 s-TC トdisk 内の

OC 含有量と ALP 活性を測定した。その結果、培養液中 Ca 濃度は、 培養液中の OC

濃度、移植4 週間時の培養人工骨の OC 含有量、ALP 活性と非常に強い相関を示し

た。また Ca 濃度は簡易で迅速なメチレンブルー法の測定においてもX 線蛍光分光計

での測定結果と非常に強い相関を認めた。以上より、培養液中の Ca 濃度は培養人工

骨の移植後骨形成能の非破壊的で、簡便迅速な骨形成マーカーであることが示され

た。本研究は、培養人工骨の骨形成能評価過程の大幅な労力の軽減に寄与するもの

と認められ、医学博士の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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